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令和６年第１１回（９月）袖ケ浦市教育委員会定例会議事録 

 

 

１ 開催日時  令和６年９月２５日（水）        午後２時３５分開会 

                            午後３時４０分閉会 

 

２ 開催場所  市民会館中ホール 

 

３ 出席者   

教育長 鴇田 道雄 教育長職務代理者 中村 伸子 

委 員 髙野 隆晃 委 員 若林 洋子 

委 員 石井 正己 

  

４ 出席職員 

教育部長 生方 和義 
教育部次長 

（教育総務課長） 
高浦 正充 

教育部参事 

（学校教育課長） 
鈴木 大介 生涯学習課長 重田 克己 

スポーツ振興課長 大久保 治彦 学校教育課副参事 吉田 広乃 

教育総務課副参事 中山 義也 教育総務課副課長 齊藤 幸子 

 

５ 傍聴定員と傍聴人数 

傍聴定員 ５人 

傍聴人数 ０人 

 

６ 議 題 

日程第１ 前回会議録の承認について 

 

日程第２ 今回会議録署名人の選出について 

 

日程第３ 教育長・教育部長報告 
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日程第４ 議案 

     議案第１号 令和６年度袖ケ浦市教育委員会表彰について 

 

日程第５ 報告 

     報告第１号 臨時代理の報告について（財産の取得の追認について） 

     報告第２号 令和７年度千葉県教育予算及び人事に関する要望書について 

 

日程第６ その他報告 

    （１）令和６年第３回（８月招集）袖ケ浦市議会報告について 

 

７ 議 事 

   日程第１ 前回会議録の承認について 

 

（教育長） 

   令和６年第１０回袖ケ浦市教育委員会定例会の会議録の承認について、賛成の挙

手を求めます。 

 

（教育長） 

   賛成全員で承認されました。 

 

 

日程第２ 今回会議録署名人の選出について 

 

（教育長） 

   石井正己委員を指名します。 

 

 

日程第３ 教育長・教育部長報告 

  

   【教育長から報告】 
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   日程第５ 報告 

     報告第１号 臨時代理の報告について（財産の取得の追認） 

 

（教育長） 

   報告第１号について事務局の説明を求めます。 

 

（教育部参事（学校教育課長） 

   袖ケ浦市教育委員会行政組織規則第６条第１項により、別紙のとおり臨時代理し

たので、同条第２項の規定により報告します。理由は、令和６年第３回８月招集袖ケ

浦市議会定例会に付議する教育委員会に係る財産の取得の追認について、地方教育

行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定により、別紙のとおり市長から意

見を求められたもので、教育委員会の議決を要する案件であるが、急施を要したた

め、臨時代理を行ったものです。 

   内容といたしましては、令和２年度に購入いたしました小学校教師用教科書等で

取得金額が２，０４３万６，３９３円ですが、本市の条例で、２，０００万円以上の

物品については、購入にあたり議会の議決を経なければないとなっていますが、こ

れまで２，０００万円以上にならなかったこと、また、消耗品であることから財産の

購入と考えていなかったことから、議決を得ずに購入していたものです。 

 

 

     報告第２号 令和７年度千葉県教育予算及び人事に関する要望書について 

 

（教育長） 

   報告第２号について事務局の説明を求めます。 

 

（教育部次長（教育総務課長）） 

   報告第２号 令和７年度千葉県教育予算及び人事に関する要望書について千葉県

市町村教育委員会連絡協議会、千葉県都市教育長協議会及び千葉県町村教育長協議

会連名による「令和７年度千葉県教育予算及び人事に関する要望書」が、別冊のとお

り８月２０日付で、千葉県教育委員会に提出されましたので報告いたします。 

   令和７年度要望は、要望書中の太枠で囲まれた２９項目について、教育三団体が、

最重点の要望と捉え、「最重点要望」として１０項目にまとめ要望しております。 

   要望１は、教職員の多忙化解消を図るため、職員配置の促進、教員の未配置等がな

いよう計画的な教職員の配置並びに、必要な教職員等の雇用及び配置に関する財政
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的支援に関することです。要望２は、学びの保証に向けた、通常学級の少人数化、定

数配置基準の見直し、教員の配置促進、小学校専科を国へ要望に関することです。要

望３は、特別支援教育の充実のための人的配置と財政的支援の拡充に関することで

す。要望４は、不登校児童生徒に対する多様な学び、居場所づくりとしての環境整備

のため、教育相談等に専従できる人員加配とともに、個別最適な学びを継続的かつ

安定的に提供できるようフリースクール等に通学する児童生徒の保護者負担の軽減

につながる制度の新設についてです。要望５は、県教育委員会からの調査、依頼等に

ついて、学校現場の負担軽減等を鑑み、教育庁内での共有化を含めた調査負担の軽

減を図るとともに、紙媒体ではなく、電子媒体での回答方法の促進についてです。要

望６は、義務教育費国庫負担金について、国へ引き続き強く要望するとともに、国の

負担割合についても、義務教育制度の維持からも、現状の３分の１から以前の２分

の１へ戻すよう国への働き掛けについてです。要望７は、１人１台端末の更新費用、

保守管理、故障に係る修理費用等に係る国庫補助対象、デジタル教科書含め、ＩＣＴ

活用に伴う効果的な学習ツールの県での予算措置とともに、ＩＣＴ支援員の配置及

び職員の研修に係る予算措置についてです。要望８は、学校施設整備に関する国の

交付金の算定割合、補助率並びに単価引き上げや、児童生徒の安全対策として、学校

施設の老朽化対策に関する新たな補助制度の創設、地方債の充当率アップをするよ

う国への要望、また、文化財に関する改修等の財政的支援についてです。要望９は、

スクール・サポートスタッフや部活動指導員等の拡充と外部人材活用のための財政

支援、部活動の地域移行を円滑に実施するための財政的支援、コミュニティ・スクー

ル事業における財政支援の拡充についてです。要望１０は、学校給食施設・整備事業

に対する補助制度の拡充、学校給食費の無償化について国の負担による恒久的な制

度として全国一律の取組となるよう国への働き掛けについてです。 

 

 

   日程第６ その他報告 

     （１）令和６年第３回（８月招集）袖ケ浦市議会報告について 

 

（教育長） 

   その他報告（１）について事務局の説明を求めます。 

 

（教育部次長（教育総務課長）） 

   今回の議会では、１０名の議員が一般質問を行い、教育委員会に関係する質問は、

質問順で２番篠﨑議員、４番木村議員、１０番根本議員の３名から質問がありまし



  

5 

 

た。一般質問以外として、令和６年度一般会計補正予算第４号につきましては、９月

９日に総務企画常任委員会で審議され、委員会の可決をいただき、２０日の本会議

において可決されました。また、令和５年度歳入歳出予算の決算につきましては、９

月１７日に決算審査特別委員会で審議され、委員会の可決をいただき、２０日の本

会議において可決されました。最後に、令和２年度に購入した小学校教師用教科書

及び指導書の契約につきまして、契約金額が２，０００万円以上であったため、本来

は、議会の議決が必要したが、議決を経ずに購入していたことが判明したため、２０

日の議会最終日に、追認の議案を追加上程し、本会議にて審議され、可決されまし

た。 

 

以上 

 

 

※ 次の案件につきましては、袖ケ浦市教育委員会会議規則第１３条第１項第１号に

該当するため、非公開となります。 

   ・日程第４ 議案第１号 

 

 


